
▲

事

《

研
究
ノ

ー

ト
》

『

出
走
後
語
』

の

所
謂
享
和
二

年
再
刊
本

に

つ

い

て

( 5 1 ) 研 究 ノ ー ト

梅

谷

文

夫

昨
年
来
､

水
田

紀
久
氏
と
､

『

出
走
後
語
』

の

異
版
を

調
査
し
て

き

た
｡

そ

の

結
果
､

我
々

は
､

従
来
孝
和
二

年
再
刊
本
あ

る
い

は

享
和
二

年
補
刻

本
と

称
さ

れ

て

き

た

版
が
､

文
化
二

年
禰
刻
本
は

お

ろ
か
､

文
政
十
二

年

刊
本
に

も

後
れ

る

偽
版
で

あ

る

と
､

確
信
す
る

に

至
っ

た
｡

但
し
､

所

謂

享
和
二

年
再
刊
本
に

該
当
す

る

本
は
､

現
在
の

と

こ

ろ
､

国
立

国
会
図
書

館
蔵
(

請
求

番
号
-

∞

亡

ざ
ミ

選
打

亀
田

文
庫
旧

蔵
)

二

巻
二

冊
た

だ

一

本
し

か
､

所
在
を

確
認
し
て

い

な
い
｡

我
々

の

結
論
ほ
､

こ

の
一

本
に

っ

い

て

の

調
査
か

ら

導
き

出
し
た

も

の

で

あ

る

が
､

あ

え

て

こ

れ

を

公

表

す
る
こ

と
で
､

第
二
･

第
三

の

享
和
本
の

出
現
を

期
待
し
､

我
々

の

結
論

が

検
証
さ

れ

る

機
会
を

得
た

い

と

願
う
も

の

で

あ

る
｡

な
お
､

享
和
本
が

偽
版
で

あ
る

こ

と

は
､

既
に
､

水
田

氏
が
､

『

日

本
の

思

想
』

(

筑

摩

書

房
)

第
十
八

巻
所
収
の

｢

翁
の

文
+

の

解
説
で

触
れ
て

居
ら
れ

る

が
､

紙

数
の

都
合
で
､

偽
版
認
定
の

経
緯
に

ま

で

は

言
及
な
さ

れ

な
か
っ

た

の

で
､

代
っ

て
､

こ

こ

に

明
か

に

す

る

次
第
で

あ

る
｡

周
知
の

こ

と

と

は

思

う
が
､

平
田

篤
胤
は
､

『

出
走
笑
語
』

で
､

『

出
走

後
語
』

を

入

手
す

る

ま
で

の

経
過
を

語
っ

て
､

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
｡

我
ガ

師
本

居
ノ

翁
ハ

｡

イ
カ

ニ

シ

テ
カ

此

書
ヲ

得
テ
｡

コ

レ

ヲ

ヨ

マ

レ

｡

翁
ガ

随
筆
玉

勝
間
ニ

カ

ヘ

ス

′

ド

＼

称
オ

カ

レ

タ

デ

ム
｡

其
趣
ハ

云
モ

ト

イ
ヒ

置
レ

タ

デ
ム
｡

篤
胤
｡

コ

ノ
一

条
ヲ

ヨ

ン

デ

大
二

驚
キ
｡

即

刻
ニ

｡

本
屋
ヲ

詮
議
シ

ョ

フ

ト

存
ジ

テ
｡

西
へ

カ

ケ

リ
｡

東
へ

ハ

シ

リ

テ
｡

江

戸
中
ノ

書
林
ヲ
｡

残
ラ

ズ

駈
ア

ル

イ

テ
｡

尋
ネ

タ
ル

所

ガ
｡

書
名
ヲ

サ
ヘ

ニ

｡

知
夕

者
ガ

ナ

イ
｡

ソ

コ

デ
マ

タ

息
ヒ

ツ
ヒ

テ
｡

江
戸
ニ

ハ

｡

カ

ホ

ド

博
識
ノ

多
キ

｢

故
｡

誰
ゾ

持
テ

居
ル

者
モ

有
ラ

ウ

ト

存
ジ

テ
｡

知
タ
ル

人
ニ

ハ

逢
テ

尋
ネ
｡

シ

ラ
ヌ

人
ニ

ハ

｡

ツ

テ

ヲ

求
メ

テ
｡

間
ヒ

ナ
ン

ド
モ

致
シ

タ

ナ
レ

ド
モ

｡

誰
ア

ツ

テ

見
タ

ト

云

人
ガ

ナ

イ
｡

ア

マ

ツ

サ
ヘ

｡

ワ

ガ

翁
ノ

玉

勝
間
ニ

｡

カ

ヤ

ウ
ニ

イ

ヒ

置
レ

タ
ル

ヲ

サ
ヘ

ニ

｡

ウ

カ

ノ

～
ト
｡

見
過
シ

テ

居
タ

ル

人
バ

カ

リ

デ
ム
｡

コ

､

ニ

於
テ
｡

翁
ノ

ヨ

マ

レ

タ
ル

本
ガ

ア

ラ

フ

ト

存
ジ

テ
｡

放
坂
へ

申
シ

造
ハ

シ

タ

所
ガ
｡

知
レ

ヌ

ト

ノ

｢
｡

カ

タ

人

卜
大
キ
ニ

カ
ヲ

落
シ
･ ｡

マ

タ

〈
考
ヘ

ツ

ケ

テ
｡

此
地

ノ

書
林
｡

十
四
五

軒
へ

行
テ
｡

上

方
へ

注
文
ヲ

崩
ミ
｡

マ

タ

仲
基
ハ

大
坂
ノ

人
ユ

ヱ

｡

大
坂

ノ

同
門
へ

云

ヒ

遣
タ

ナ

ラ
バ

｡

ア

ラ

ウ

カ

ト
｡

コ

レ

ヘ

モ

申
シ

遣
シ
｡

マ

タ

京
都
ノ

同
門
｡

城
戸
千

楯
卜

申
ス

ハ

｡

俗
名
ヲ
エ

ビ

ス

ヤ

市
右

工

門
卜

申
テ
｡

本
屋
ヲ

致
ス

モ

ノ

故
｡

ア

ッ

ク

〈
頼
ミ

遣
ハ

シ

タ

ル

所
ガ
｡

コ

ノ

人
モ

大
キ

ニ

骨
折
テ
｡

尋
テ
ク

レ

マ

シ

テ
｡

幸
ヒ

ニ

一

本
ヲ

見
出
シ
｡

京
都
ヨ

リ

早
飛
脚
デ
｡

コ

ノ

書
ヲ

ヨ

コ

シ

テ

呉
タ

デ
ム
｡

ソ

レ

ガ

此

本
デ
｡

今
年
カ

ラ
ハ

｡

八

年
以

前
ノ

｢

デ
ム
｡

所

ぢ
リ

ガ
｡

コ

ノ

通
り

板
元
モ

シ

レ

マ

セ

ヌ
｡

其
中
二

彼
顧
ミ

オ

イ

タ
ル

｡

朗

｢
r
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十
四

五

軒
ノ

本
屋
ド
モ

カ

ラ
ハ

｡

櫛
ノ

歯
ヲ

ヒ

ク

ガ

如
ク
｡

京
大
坂

へ

申
達
ハ

ス

｡

彼
レ

是
レ

実
ハ

｡

大
サ

ワ

ギ

ヲ

入
レ

タ
デ

ム
｡

所
ガ
｡

大
坂
ノ

何
ト

カ

イ

フ

本
屋
ガ
｡

ソ

ノ

夏
｡

土

蔵
ノ

掃
除
ヲ

致
シ

タ
ル

所
ガ
｡

コ

ノ

板
木
ノ

板
ガ

出
タ

デ
ム
｡

ソ

レ

マ

デ
｡

自
分
ノ

蔵
板
ト

モ

｡

知
ラ
ズ

ニ

居
タ

ト

申
ス

｢

デ
ム
｡

コ

､

デ
ソ

ノ

本
屋
ガ
｡

其
相
｡

ヤ

カ

マ

シ

ク

詮
議
ノ

ア

ツ

タ
｢

故
｡

早
速
ニ

ス

リ

出
シ

テ
｡

江

戸
へ

下
シ
｡

新
タ
ニ

ッ
､

ミ

紙
へ

｡

此

書
｡

我
力

家
ノ

蔵
板
ト
モ

シ

ラ

ン

デ

居
タ
ル

所
ガ
｡

本
居

先
生
ノ

玉

ガ

ツ
マ

ニ

｡

返
ス

′

ぐ
l
･
-

称
着
せ

ラ

レ

テ
カ

ラ
｡

四

方
ノ

君
子
ノ

求
メ

ヲ

シ

キ

リ
ニ

ウ

ケ
｡

コ

ノ

度
見

出

シ

タ
ル

ニ

依
テ
｡

摺
出
シ

タ
ル

趣
キ

ヲ
｡

記
シ

テ
ア

ル

デ
ム
｡

ソ

ノ

本
ガ
｡

コ

､

カ

シ

コ

ノ

本
屋
カ

ヲ
｡

都
合
五

本
｡

コ

ノ

方
へ

ヨ

コ

シ

マ

シ

タ
｡

其
前
二

千

楯
ノ

所
カ

ヲ
｡

此
本
ヲ
ヨ

コ

シ

テ
｡

寅
早
入

リ

ハ

せ

ヌ

ケ
レ

ド
モ

｡

注
文
イ

タ
シ

タ
ル

｢

故
｡

是
非
ナ
ク

其
節
ミ

ナ

買
テ
オ

イ

タ

デ

ム
｡

(

半
紙
三

冊
本
中
巻
二

六

丁
オ
)

文
中
に

い

う
｢

大
坂
ノ

何
ト

カ

イ

フ

本
屋
+

が

摺
り

出
し

た

本
の

包
み

紙
に

つ

い

て

は
､

完
全
な

形
で

保

存
さ

れ
て

居
る

の

は

未
聞
で

あ

る

が
､

西
尾
市
立

岩
瀬
文
庫
蔵
文
化
二

年
刊
本
の

上

巻
表
紙
見
返
し

に
､

そ

の

切

抜
き

と

思
わ

れ

る

刷
り

物
が

貼
付
さ

れ

て

い

る

の

を

水
田

氏
が

確
認
さ

れ
､

又
､

横
田

慈
氏
か

ら
､

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
(

半
汁
＼

毛
N

β

本
に

も

同
様
に

切

抜
き
が

貼
付
さ

れ

て

い

る

由
御
教
示

頂
い

た
｡

こ

れ

に

よ
っ

て
､

篤
胤

が

｢

都
合
五

本
+

入

手
し

た

と
い

う

版
が
､

前
川
六
左

衛
門
･

片
野
東
四

郎
･

松
村
九
兵
衛
の

三

軒
相

故
に

な

る

所
謂
文
化
二

年
禰
刻
本
で

あ

る
こ

と

ほ

明

瞭
で

あ

る
｡

平
田

鉄
胤
作
製
の

｢

大
整
君
御
一

代
暑
記
+

に

よ

れ

ば
､

文
化
六

年
､

篤
胤
三

十
四

才
の

と

き
､

｢

次
モ

儒
道

仏

道
.

オ

ヨ

ビ

諸
道
ノ

大
意

三
講
ジ

玉
フ
.

+

と
い

い
､

同
八

年
に

は
､

｢

春
ヨ

リ

始
メ

湖

テ
.

〇

古
道
大
意

.

〇
俗
神
道
大
意
.

〇
漢
学
大

意
.

〇
仏
道
大
意
.

〇

医

道
大

意
.

〇
歌

道
大
意

.

〇
玉

多
頭
喜

.

等
ノ

講

本
次
モ

成
レ

リ
.

+

と
い

う
こ

と
で

あ

る
か

ら
､

『

出
足
笑
語
』

に

い

う
｢

今

年
カ

ラ
ハ

｡

八

年
以

前
ノ

｢
+

が
､

講
本
の

成
っ

た

文
化
八

年
か

ら

数
え

て

八
年
前
即
ち

文

化
元

年
の

こ

と
で
､

｢

ソ

ノ

夏
+

に

板
木
が

発
見
さ

れ

た

と

い

う
こ

と

で

あ

れ

ば
､

文
化
二

年
補
刻
本
の

刊
行
と

び
っ

た

り

符
節
が

合
う
｡

問
題
は
､

城
戸
市
右
衛
門
が

送
っ

て

よ
こ

し

た

と
い

う
本
で

あ
る
｡

こ

の

本
が
､

所

謂
享
和
二

年
再
刊
本
で

あ

る

な

ら

ば
､

｢

八

年
以

前
+

と

ほ
､

講
義
の

行
わ
れ

た

文
化
六

年
か

ら

数
え

て

八

年
前
と

し

な

け
れ

ば

符
合
し

な
い
｡

し

か

し

な
が

ら
､

こ

の

本
は
､

篤
胤
に

よ

れ

ば
､

｢

板

元
モ

シ

レ

マ

せ

ヌ
+

本
で

あ

る

か

ら
､

賀
茂
季
鷹
編

『

雁
の

行
か

ひ
』

と

同
じ

奥
附

が

付
さ

れ

て

い

る

国
会
図
書
館
蔵
の

所
謂
享
和
本
が

そ

れ
と

同
じ

本
だ

と

考
え

る

こ

と
に

ほ

疑
問
が

あ

る
｡

そ

れ
に
､

こ

の

所
謂
孝
和
本
の

板
木
に

つ

い

て

は
､

か

つ

て

石
浜
純
太
郎
氏
が

指
摘
さ

れ
た

次
の

よ

う
な

問
題
も

あ

る
｡

孝
和
本
と

文
化
本
と

は

大
体
同
じ

で

あ

る

が
､

熟
視
す
る

と

禰
刻
に

字
の

少
し

く

異
な

る

も

の

が

あ

り
､

却
て

文
化
本
の

字
が

延
草
原

刊

本
に

似
て

ゐ

る

様
に

見
ら
れ

る
｡

し
て

見
る

と
､

享
和
本
と

云

ふ

の

ほ
､

板
木
が

出
た

の

で
､

急
に

残
関
し
て

ゐ

る

所
を

禰
つ

て

え

び

す

屋
の

注
文
に

応
じ

て

凧
つ

た

も
の

で
､

敦
賀
屋
は

其
後
原
本
に

よ
つ

て

補
刻
し
て

文
化
二

年
初
春
に

刷
出
し
た

の

か

も

知
れ

な

い
｡

｢

開

披
御
願
書
控
+

で

は

｢

出
走
後
語
+

の

所
に

｢

コ

ノ

分
京
へ

売
渡
+

と

加
筆
が

あ

る

ら

し
い

が
､

或
ほ

丹
波
屋
の

板
木
が

え

び

す

屋
へ

売

書



ヽ
す

渡
さ

れ
､

そ

れ

を

補
刻
し

て

刷
つ

た
の

が

え

び

す

堅
阜

和
本
で
､

其

後
松
村
文
海
堂
へ

戻
り
､

禰
刻
し

直
し
た

も
の

が

文
化
本
か

も

知
れ

な
い
｡

(

『

富
永
仲
基
』

四
七

頁
)

所

謂
享
和
本
と

所
謂
文
化
本
と
､

字
の

異
る

こ

と

が

比

較
的
は
っ

き

り

し

て

い

る

箇
所
は
､

上

巻
廿

七

丁

表
上

部
､

同
廿
七

丁

真
上

部
､

同
廿

九

丁

裏
左
上

部
お

よ

び

右
下
部
､

同
三

十
八

丁
嘉
下
部
､

同
四
十
丁

裏
上

部

お

よ

び

下

部
､

同
四

十
一

丁

真
下
部
､

下
巻
三

十
三

丁
表
上

部
お

よ

び

下

部
､

同
三

十
三

丁

裏
上

部
お

よ

び

左

下
部
､

同
三

十
四

丁

表
上

部
､

同
三

十
四

丁

嘉
上

部
お

よ

び

下

部
､

同
三

十
五

丁

表
上

部
お

よ

び

下

部
､

同
三

十
五

丁

真
上

部
お

よ

び

下

部
な

ど
で

あ

る
｡

特
に
､

水
田

氏
が

発
見
さ

れ

た

上

巻
廿

九
丁

嘉
一

行
二

十
二

宇
目
､

享
和
本
で

｢

ロ
+

と
あ

る

の

は

延

草
原
刻
本
に

｢

又
+

と
あ

る

の

を

誤
っ

た

も
の

で

あ

り
､

同
様
に
､

下
巻

三

十
四

丁

裏
二

行
十

九
宇
目
､

｢

日
+

と

あ

る

の

は
｢

ロ
+

の

誤
刻
､

下
巻

三

十
五

丁
表
八

行
上

部
､

｢

説

皆

､

終
始
+

は

｢

説

皆
一

､

終
始
+

の

脱

( 5 3 ) 研 究 ノ
ー ト
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字
､

下

巻
三

十
五

丁

嘉
四

行
十
五

宇
目
以

下
､

｢

近

因
近

因

果
+

と

あ

る

の

は

｢

近

因
近

果
+

の

誤
刻
で

あ
っ

て
､

孝
和
本
の

性

質
を

考
え
る

上

で

の

最
も

重

要
な

辛
が

か

り

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で
､

こ

れ

ま
で

報
告
さ

れ

た

こ

と
ほ

な
い

と

思
う
が
､

前
川

六

左

衛
門
･

片
野
東
四

郎
･

放
村
九
兵
衛

三

軒
粕
版
の

所
謂
文

化
二

年
補
刻
本
に

も
､

右
の

孝
和
本
の

誤
刻
を

そ
の

ま

ま

に

し

て

い

る

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(

-

∞

と

エ
ー

β

本

系
の

版
と
､

延
草
本
ど

う
り

正

し

く

板
刻
し
て

い

る

通
行
の

版
と
､

二

種
類
あ

る
｡

通

行
本
に

も

複
印
の

異
版
が

二

穫
あ

る

が
､

こ

れ

ら

を

詳
細
に

比

較
検
討
し

た

結
果
､

九
大
本
系
異
版
は
､

通
行
本
の

板
木
の

磨
耗
欠
損
せ

る

部
分
を

禰
刻
し
た

版
で
､

宇

和
本
と

共
通
す

る

誤
刻
は
､

そ
の

禰
刻
の

際
に

生

じ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

が

判
明
し
た
｡

前
頁
の

図
版
は
､

上

巻
四

十
一

丁

真

の
一

部
を
､

文
化
通

行
初
印
本
･

文
化
通
行
複
印
本
･

九

大
本

系
異
版
の

順
に

並
べ

た

も
の

で

あ
る
｡

例
示
し

た

図
版
は

条
件
を

そ

ろ

え

て

撮
影
し

た

も
の

で

は

な
い

の

で
､

大
き

さ

が

そ

ろ

わ

ず
､

若
干
び

ず
み

も

生

じ
て

い

る

が
､

補
修
が

行
わ

れ

な

か

っ

た

部
分
､

特
に

六

行
一

字
目

｢

従
+

と
､

補
修
が

行
わ

れ

た

部
分
､

特
に

二

行
八

宇
目

以

下

｢

其
流
+

や

三

行
六

宇

目

｢

不
+

な

ど
に

つ

い

て

比

較
す

る

な

ら

ば
､

九

大
本
系
異
版
は
､

文
化

通
行
本
の

板
木
の

磨
耗
し

た

部
分
を

削
り
､

新
た

に

補
刻
し

て

そ

れ
に

稚

い

だ

板
木
を

使
用
し
て

い

る

こ

と
が

わ

か

る

で

あ

ろ

う
｡

孝
和
本
は

九

大

本
系
異
版
と

同
じ
で

あ

る

が
､

補
筆
が

加
わ
っ

て

い

る

為
､

写

真
で

は

此

較
し
に

く
い

の

で

省
略
す
る
｡

亭
和
本
は
､

奥
附
の

ほ

か

は
､

全
紙
こ

の

九
大

本
系
異

版
と

同
一

の

板
木
を

使
用
し

て

居
り
､

僅
か

に

板
木
の

磨
耗

の

工

合
い

を

異
に

し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

次
に
､

上

巻
二

十

九
丁

嘉
一

行
二

十
二

宇
目

｢

又
+

が

｢

口
+

に

誤
ま

ら
れ

る

経
過
を

示
そ

う
｡

上
か

ら
､

延
享
本
･

文
化
通
行
本
･

九
大
本
系

出

兵
版
(

享
和
本
も

同
じ
)

の

順
で

あ
る
｡

β

こ

う
し

て

見
れ

ば
､

九
大
本
系
異
版
や

孝
和
本
の

誤
刻
ほ
､

文
化
通
行

本
の

板
木
の

欠
損
が

原
因
で

生
じ

た

も

の

で

あ

る
こ

と
､

一

目

瞭
然
で

あ

ろ

う
｡

念
の

た

め
､

次
頁
に

も

う
一

つ
､

序
二

丁

表
六

行
十
字
目
｢

待
+

を

あ

げ

て

お

く
｡

上

が

文
化
通

行
初
印
本
､

下
が

九
大
本
系
異
版
(

孝
和
本
も

同
じ
)

で

あ

る
｡

九
大
本
系
異
版
の

字
に

は

右
上

部
に

小
さ

な

傷
が

あ

る

が
､

こ

の

傷
は
､

早
印
の

文

化
通
行

本
に

は

な

く
､

後
印
の

文
化
通
行

本
､

例
え

ば
､

都
立

日

比

谷

図
書
館
蔵
(

訟
山

デ
ー

)

本
･

名
古
屋
市
蓬
左

文
庫
蔵
本
･

大
洲
市

立

図
書
館

蔵
(

矢
野
文
庫
)

本
な

ど

に

於
て

は

じ

め
て

生

じ
た

も
の

で
､

通
行
本

系
の

二

種
の

後
印
の

異
版
い

ず
れ
に

も
､

こ

の

傷
が

み

と

め

ら

れ

る
｡

し
た

が

っ

て
､

こ

の

傷
を

有
す

る

九

大
本

系
異
版
や

孝
和
本
が
､

文

化
通

行
本
と

共
通
の

板
木
を

使
用
し

て

刷
ら
れ

た

も

の

で

あ

る

こ

と
､

ま

た
､

両

者
の

異
な

る

部
分
は
､

文
化
通
行
本
の

板
木
に
､

後
に
､

補
刻
が

加
わ
っ

た

為
で

あ

る

こ

と
､

要
す
る

に
､

九
大
本
系
異
版

･

所
謂

孝
和
本
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が
､

文
化
通
行
本
に

後
れ

る

版
で

あ

る
こ

と

は
､

確
か

で

あ

る
｡

横
田

意
氏
の

御
協
力
を

得
て
､

大
谷
大

学
図
書
館
に

た

だ
一

本
現
存
す

る

所
謂
文
政
十
二

年
再
刻
本
を

調
査

し

た

と
こ

ろ
､

こ

の

版
は
､

奥
附
に

於
て
､

再
刻
と

う
た
っ

て

い

る

が
､

題
第
･

上

巻
表
紙
見
返
し

の

文
海
書

堂
の

刷
り

込
み
･

序
･

本
文
と

も

文

化
通

行
本
系
の

異
版
､

例
え
ば
､

国

立

国
会
図
書
館

蔵
(

-

00

二
T
O

ミ
00
s

す
)

本
･

京

都
大
学
付

属

図

書

館
蔵

(

T
N

O
､

ヾ
-

山

)

本
･

竜
谷
大
学

図
書
館
蔵
(

N

¶

戸
と
N

ご

本
な

ど
､

そ

の

ま
ま

で

あ
っ

て
､

板
木
の

磨
耗
の

工

合
い

か

ら

推
定
す
る

に
､

文
化
通

行
本
系
の

最
後
印
本
で

あ

る

こ

と

ほ

明
か

で

あ

る
｡

つ

ま

り
､

文
政
十
二

年
ま
で

ほ
､

文
化
元
年
夏

､

板
木
が

発
見
さ

れ
､

た

だ

ち
に

松
村
の

手
に

よ
っ

て

補
刻
が

加
え

ら
れ

た

そ
の

板
木
で
､

『

出
走

後

語
』

ほ
､

く
り

か

え

し

刷
ら
れ

た

の

で

あ
っ

て
､

板
木
が

京
都
に

売
り

渡
さ

れ
､

恐
ら

く

菱

屋
亦
兵
衛
に

よ
っ

て

行
わ

れ

た

と

思
わ

れ
る

再
補
刻
や
､

そ
の

再
補
刻
を

経
た

板
木
で

刷
ら
れ

た

九

大
本
系
異
版
や

所
謂

孝
和
本
の

成
立
は
､

従
っ

て
､

文
政
十
二

年
以

後
の

こ

と

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

の

で

あ

る
｡

再
補

刻
本
系
の

異
版
は
､

こ

の

ほ

か

に

三

種
あ

る

が
､

そ
の

う
ち
､

大
阪
府
立

図
書
館
蔵
(
-

u

至
芸
)

本
･

東
京
大
学
総
合

図

書

館

蔵
(
c

宍
二

′
言

古

本

は
､

所
謂
享
和
本
と

同
じ

時
期
に

刷
ら
れ

た

も
の

の

よ

う
に

思
わ
れ

る
｡

こ

の

点
に

つ

い

て

の

詳
細
は

続
稿
に

ゆ

ず
る

が
､

大
阪
府
立

図
書
館

蔵
本

等
に

は
､

巻
末
に

菱
屋

亦
兵
衛
･

永
田

調
兵
衛
二

軒
の

蔵
板
書
目
が
一

紙

附
さ

れ

て

い

て
､

そ
こ

に

文

化
五

年
板
行
の

『

古
事
記
燈
大
旨
』

や
､

孝

和
三

年

板
行
(

菱
屋
が

板
元
に

加
わ
っ

て

い

る

本
は

更
に

後
印
)

の

『

訂

正

古

訓
古
事
記
』
､

文
政
四

年
板
行
の

『

蕉
忠
雄
話
』

な

ど
の

名
が

見
え

る
｡

こ

の

こ

と

は

傍
証
と

し

て

触
れ

て

置
い

て

も

よ
い

で

あ

ろ

う
｡

で

ほ
､

享
和

偽
版
は

誰
の

作
為
で

あ

ろ

う
か
｡

恐
ら

く

は
､

城
戸
が
､

『

出
走
笑
語
』

に

件
の
一

節
あ
る

を

知
っ

て
､

己

れ
の

働
き

を

裏
付
け
る

も
の

を

遺
そ

う
と

し
て
､

し

く

ん

だ

仕
事
で

あ

ろ

う
｡

『

麿
の

行
か

監

の

奥
附
が

流
用
さ

れ

た
の

も
､

『

出
走
笑
語
』

の

記
事
と

符
節
を

合
せ

得

る

と

考
え
た

上
で

の

こ

と

で

あ

ろ

う
｡

晩
年
､

生
徒
を

乗
め

て

古
学
を

教

授
し
た

と
い

う
城
戸
で

あ

る
｡

『

出
走
笑
語
』

の
一

節
は

､

彼
の

誇
ら

し

い

記
念
で

あ
っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う
か
｡

最

後
に
､

篤
胤
が

城
戸
市
右
衛
門
か

ら

入

手
し
た
一

本
の

素
性
ほ

未
だ

に

明

か

に

し

得
な
い

が
､

文
化
二

年
補
刻
本
の

刊
行
に

先
立

ち
､

そ

の

刷

9

本
一

部
を

入

手
し
た

城
戸
が
､

こ

れ

を

篤
胤
に

送
っ

た
の

で

は

な
い

か

と

腰
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想
像
し

て

い

る
｡

な
お
､

『

出
走
後
語
』

の

す
べ

て

の

版
に

つ

い

て
､

ほ

ぼ

調

査
を

す

ま

せ

て

居
る

が
､

そ
の

詳
細
に

つ

い

て

ほ

『

日

本
思
想
大
系
』

(

岩
波
書
店
)

所
収
｢

出
走
後
語
+

の

水
田

氏
担
当
の

解
説
中
で

明
か

に

す
る

予
定
で

あ

る
｡

参
照
し
て

頂
け
れ

ば

幸
い

で

あ

る
｡

版
本
の

調

査
に

御
協
力

頂
い

た

国
立

国

会
図

書

館
･

石

川

県

立

図

書

館
･

大

阪

府

立

図

書

館
･

大

洲

市
立

図

書
館
･

大

谷

大

学
図

書
館
･

金

沢

大

学

附
属

図

書

館
･

刈
谷

市
立

刈
谷

図

書
館
･

九

州

大

学

附
属

図

書

館
･

京

都
大

学
附
属

図

書

館
･

京

都
大

学
人

文
科

学
研
究
所
･

金
刀

比

羅
宮

図

書

館
･

大

正

大

学

図

書
館
･

東

京

大

学

総

合

図

書

㈲

館
･

東

京

教

育

大

学

園

書
館
･

東
京

都
立

日

比

谷

図

書
館
･

東

北

大

2

学
附
属
図

書
館
･

名

古

屋

市

蓬
左

文

庫
･

成

田

図

書

館
･

西

尾

市
立

岩

瀬
文

庫
･

日

本

大

学
図

書
館
･

広
島
大

学
附
属
図

書
館
･

立

正

大

学

図

書
館
･

竜

谷

大

学

図

書
館
､

ま

た
､

終
始
暖
い

御
指
導
を

頂
い

た

水
田

紀
久

氏
は

じ

め
一

島
正

男
氏
･

江

川

潔

氏
･

江

崎

尚

武

氏
･

岡

部

紀
夫

氏
･

相
馬

正

基

氏
･

平

春

生

民
･

武
山

利
生

氏
･

多
泊
此

郁
夫

氏
･

田

丸
泰
宜

氏
･

中

野
文

夫

氏
･

袴
田

次
雄

氏
･

服

部
良

男

氏
･

放
尿

秀
明

氏
･

横

田

恵

氏
に
､

こ

の

機
会
に
､

あ

ら

た

め
て

御

礼

申
し

あ

げ
る
｡

(

一

橋
大

学

助

教

授
)

山

▼

←

-

′

.

†




